










理    由 

 

当地区は、本市の南西部に位置し、市街化調整区域であ

るが、狭山ニュータウン（市街化区域）に隣接する、田園

住宅地区の中にある。 

当地区北部は、元山林を造成した大型重機の基地跡であ

るが、適正な造成工事で施工されていないため法面は急傾

斜地となっている。そのため、従前よりがけ崩れ、土砂の

流失等の危険性がおこりうる地区となっている。今後、無

秩序な土地利用によるスプロールを防止し、安全な地区に

する必要がある。 

南部は、廃業した工場や耕作放棄地、長年にわたり手入

れをしていない山林等があり、既に荒無地化している状態

である。 

このため周辺の優良な農地等とも調和した安全で良好な

居住環境の整備を図り、周辺地域の環境への影響を最小限

に抑制し、自然環境と調和した緑とうるおいのある郊外住

宅地区としてふさわしい環境を形成し、維持、保全するこ

とが必要である。よって、本案のとおり地区計画を策定し

ようとするものである。 


